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写真2-6-5　かきを持ち去るテン 写真2-6-6　ぶどう食痕（試験用にぶらさげたもの）

写真2-6-7　電気柵（堂山氏提供） 写真2-6-8　「白落くん＋防鳥ネット」

放任果樹などの餌場や空き家などの潜み場を減らす対策は他の獣種と同様に必要であり、テンによる家屋や施設

への侵入被害を防ぐためには、家屋や施設の侵入経路を特定して、その隙間を防ぐ必要がある。飼育している小型の

オスのテン（体重約1kg）は5cm角のワイヤーメッシュを通り抜けることができたので、家屋、鶏小屋、柵などの隙

間を塞ぐ時には隙間は5cmよりも小さくした方がよい［13］。

テンは登攀能力の高い動物なので、物理柵は上部から登って侵入されてしまう。そのため柵に屋根がない限りは電

気柵を使うことが必須である。テンは体重が軽いのでビニールハウスの周囲など、比較的平らな場所では通電性のあ

る抑草シートと組み合わせて通常の電気柵を使うことができる（写真2-6-7）。この場合、電気柵の高さは最下段を

5cmとして5cmきざみで3段以上にした方が良い。

テンは登ることが非常に得意なので、ネットも噛み破るよりもまず先に登って侵入しようとする。したがって、登っ

た先で感電させる「白落くん［14］」は、テンにも効果がある。ただし、登る際に上部で止まらないこともあるので、

電気柵と防風ネットとの間をすり抜けられないように内側に防鳥ネットなどを使ってすり抜け防止を行った事例も

ある（写真2-6-8）。

野生個体は1mm以下のワイヤーを渡ることができたので、電柱の支線やぶどう棚を支えるワイヤーを渡れてしま

う。これ以上の径の線がある場合には侵入経路となってしまう可能性が高いので、渡れないようにする必要がある。

野生個体は2mまで幅跳びをすることが可能なので、家屋の周り2mの範囲に利用できる樹木や物置をなくしたり、

樹木や物置から2ｍ以上離して侵入防止柵を設置したりする必要がある。

【被害対策の基本】
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獣種の見分け方、フローチャート、それぞれの痕跡の特徴（足跡）

足跡が一直線に
なることがある

動画1_放任かきの木登り 動画2_放任かきの枝渡り
フローチャート作成：野生生物研究所ネイチャーステーション 古谷益朗

中型獣類編マニュアル.indd   29 2024/03/12   12:37



キョンによる被害とその特徴コラム
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写真1　オス 写真2　メス

写真3　食害（ブロッコリー）

キョンは中国南東部および台湾を原産とする小型のシカ科の動物であり、日本では特定外来生物に指定

されている。成獣でも体の大きさは中型犬程度で、オスにのみ角と牙がある（写真１、２）。日本では観光施

設から逃げ出した個体を起源に、千葉県と東京都伊豆大島に分布している。千葉県で繁殖可能な成獣メス

が確認されているのは県南部のみとなっているが、分布拡大と個体数増加が続いており、茨城県へのオス

の分散も複数件確認されている。少しの藪があれば隠れられる体の小ささに加え、人慣れしやすく人家周

辺にも出没することから、関東圏への分布拡大が危惧される。

農作物被害は、水稲、いも類、マメ類、だいこんやブロッコリー、アシタバなど多岐に渡り報告されている

（写真３）。また、パンジーやツバキの花など、園芸植物の食害も多い。キョンの高密度地域では、庭に入り

込まないように玄関の門にまでネットをかけている。濁った大きな声で繰り返し鳴くことがあり「男性が首

を絞められて苦しんでいる声」と表現される。鳴き声の役割はよく分かっていないが、不気味な声だと嫌う

人も多い。

草食性で葉の部分も食べることから、植え付け時からの防除が必要となる。80cmを垂直にジャンプする

能力があるため、侵入防止柵の高さは85cm以上にする。一方で、まず柵の下から潜り込もうとするため、

柵を設置する際にはペグなどで地際をしっかりとめるか、単管パイプを這わせて結束バンドで固定するな

どして潜り込ませないようにする。角のないメスでは8cmメッシュのネットを通過することもあるため、そ

れよりも小さいメッシュのものを用いる。一方で、オスは角や牙がネットに絡まりやすい。キョンの絡まりに

よる柵の破壊を避けるため、ネットで囲う場合にはメッシュの細かいものを使用する。電気柵は20cm間隔

の2段張りでもある程度の侵入防止効果が見込めるが、10cm間隔の4段張りの方が効果的である。

2-7 獣種の見分け方、フローチャート、それぞれの痕跡の特徴（糞）

糞からの見分け方

糞の形は
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ハクビシンヌートリアアライグマキツネタヌキ アナグマ テン

糞のある場所は

片側の先端が細くなる両側の形状はほぼ同じ ウインナ状

草の上
土の窪

石の上
天井裏

水の中
天井裏天井裏ため糞

ため糞

場所は選ばない（野外）一定の場所

獣毛が含ま
れている

種が含まれ
ている

キョン 鳴き声

※比較的よく見られる場所であるが必ずある場所ではない

※糞は時期や食べ物によって色や形状が変わります。このフローはすべての条件にあてはまるものではありません。
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